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559. 2製糖尿病患者における歩数量?を用いた臼常身体活動
麓とグりコヘモグロピン鐙との総保
。段桜裕子l、卯野紀子ぺ久野路也2
e成EIセンタ…クリニツク、 2筑波大学大学院 人間総合
科学研究科)
{日的}歩数計は身体i活動量の評舗法として簡便i~Êや経済
性などの部から2型総て尿病の治療や教育に有用であるとさ
れている.本研究では， zf盟糖燦病;こ対する迷動嬢j去とし
て未だ一致した鬼解が得られていない歩数計を用いた日常
身体活動量と鼠糠コントロール指様として重:視されている
グリコヘモグロピン(HbAlc)僚との関係について検討した.
{方法}対象は外来i遊説加療中の日本人Z~糖尿病患者努
女85例(平均年齢55.7土5.6議〉とし，日常身体活動量，身
体組成 (BMI，体総務率)t 血糖コントロ…lレ{HbA1c儀，
鰭時盗緒銭入食事摂取棄を減定した.日常身体活動笠は，
HbAlc {i査が採血時よ 1)過去1-2ヶ月掲の平均血糖穫を反験
するという特性から， 2ヶJ1"il歩数討を着用してiJ去数， 10 
分以上の連続歩行時間およびその迷続した歩数を測定し，
l日当りの平均歩数，平均連続歩行i時間および平均連続歩
数都合を鋒出した.さらに各々の日々の変効率 DVR
(Daily Variation Ratio) を標準綴姦/平均僚で算出した.
また， 1日当りの食事指示エネルギー最に対する食事第取
エネルギー輩を食事進守率として算上ちした. [結果}対象
者は HbA1c7.3土1.1%(平均値土擦撲協羨i.随時lfit織167.5
jニ63.8mg/dl，BMI24.0士2.5kg!m久{本総務率26.0土6.4%，
食事選守主事126.3土26.2札 18さきりの平均歩数8705.9土
3735.7歩/日，平均連続捗行lt李総20.7土23.1分/日，平均迷
続;歩;数割合20.5土19.9%/日であった.1日当りの平均歩数
とHbAlcは食事選守率を制御した場合に擦準儀i留婦係数
がι0.22であり，宥;窓会負の関係が認められた(p (0.05に
またf 18さきりの平均歩数を3分伎でカテゴ1)化した日詳
(12901.9土2017.7歩/日)， M群(8408.4土1015.3歩/住)，
L群(4518.6士1284.3歩/詑)において一元首:援分散分析の
結果.HbA1cはM群がL群より低い傾向であち (p=0.081)， 
体脂肪率は H群と M群がL群より有意に低<(p <札05)，
随時血糖は日群がL群より有意に低かった(p (0.05). J 
Oi並行の平均途絞歩行時掲と巡絞:歩数割合は全ての群!需に
宥窓な遂が認められた(日> M) L群}. B常身体活動;愛会
ての DVRはH群と M群がL群よ母有意に低かった.努
女比，年齢. 13M1，食事選守率，檎尿絡の治療法7JUにお
いては有意な楚を認めなかった.さらに，糖尿病性合併症
の危険率から日本綾波病学会が示した HbAlcの詳締領域
7JIJにおいては， 日群と M若手は L群より有意に良好である
者が多いことが認められた.加えて， HbAlcの喜子総領域
別に対する日常身体活動議・金項患の口ジスティック沼環分
析では. HbA1cの評鍛領域「良(5.8-6.5覧未満りにお
いて穣位性を認められた変数がi日当りの平均捗数のみで
あった. (考察12型機尿病に対する治療において良好な
HbAlcを保つためには1日当りの平均表数が関係しており，
それには食事選守率も関係していることがぶ竣された‘ま
た，1担当りの平均歩数が多い者i土日常身体活動畿の 8々
の変動率が低く，連続歩行時間および連続歩数の鋭合が多
いことも涼唆された.
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